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個別化教育の推進に思
東海個別化教育研究会会長

r̀ 
高 木 省

全国個別化教育研究連盟が、昭和 5 9 年 6 月に結成さ

れて、早や丸 2 年を過ぎました。昭和 6 0 年 6 月には、

愛知、岐阜、三狐、静岡 4 県を、 1 プロックとした東海

個別化教育研究会が誕生し、 6 1 年 3 月には、九州個別

化教育研究会が誕生しました。今後とも、それぞれの地

方で、個別化研究のサークルが結成されるよう期待しま

す。

文部省は 5 9 年度より、学校建築の中にオープソスベ

ースを含めることを終め、個別化教育を学校施設の面か

らも促進しようとする意図がうかがわれます。

また、このごろ答申した臨教審の、教育改革の内容は

基本としては「個性瓜視の確立」を大きくクローズアッ

プして、ここより教育目標が導入されて、①ひろい心と

ゆたかな創造力、②自主自律と公共梢神、③世界の中の

日本人にまとめられている。特に第 3 部会では、伝統的

な画ー的一斉授業の短所を補完する立場から、児菰生徒

の個性の伸長、既かな人間性と自己教育力の百成等が頂

点的に取りあげられていて、今後の義務教育学校の進む

方向が示唆されています。

私たち教育現鳩を預っている教師集団にとっては、臨

教審の提言も含めて、今「何をなすべきか」と自問自答

することも意義があると思います。

それは、これからの多様化する新時代に対応する新鮮

な感党をもった教師の活性化であり、教師の預団の向上

であると思います。教師の学習指辺における創意工夫と

研究意欲の有無が、学校の命迎を左右します。

伝統的な教育の短所を改革しつつ、特色ある学校づく

りこそ、教師梨団の使命であり、そこに始めて教師の創

意工夫が満ち溢れた現場が生れ、個別化指辺も相乗的に

よい成果をもたらすものど確信します＾

画ー的一斉授業は、それなりの長所があり、すぺてを

否定するものではないことは、前述した通りです。個別

化教育は、児菰、生徒た・ちの能力や個性の伸長に焦点を

あてて、自己教育力を伸ばすという長所があります。

児意•生徒が学習内容を学習する方法は、多様化して

いる。児蛮•生徒たちが、興味深く、意欲的に学習する

には、画一的一斉学習だけでは魅力ある学習にはならな

い。教師の創意工夫による学習指荘法が実践されること

が望まれる。個別化指導は、その一つの方法として効果

的であると考えられています。

' しかし、個別化教育は、新しい指迅法であり全国的に

は定対する段階に至っていない。これから、本会員の皆

様方が、各地区で先導的役割を果しながら、他方では自

己研修に励み、遅々とした歩みであってもいい、確実に

一歩一歩と地盤を固めて、個別化教育が、児菰•生徒に

とって楽しい学習方法であり、画ー的一斉学習と共存し

ながら、各学校の中で、大手を振って生きていけるよう

な姿に育てられることを願ってやみません。

l全国個別化教育研究述盟理事愛知貼束浦町教育委員会教脊長］
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研究発表会のご案内

第 2 回九州個別化教育研究会

昭和 61 年 8 月 22 日（金）

福岡市教育セソクー 需話092-947-0079

個別化・個性化教育実践発表会

昭和 61年10 月 31 日（金） 11 月 1 日（土）

池田小学校（岐阜）咤話0585-45-2681

全国個別化教育研究述盟総会開催
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扮

個別化・涸性化研究発表会

昭和 61 年 10 月 8 日（水）

赤倉小学校（山形）需話 0233-45--2810

富沢小学校（山形）鼈話 0233-45--2811

昭和 61 年 10 月 13 日（月）

手ノ子小学校（山形）砲話 0238-75--2644 
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第 2 回東海個別化教育研究会研修会終わる

昭和61年 5 月 31日（士）、名古屋市教脊会館において、

標記の会が開かれた。以下は、「合科・総合学習の実際

と涸別化学習材の検討」についての発表内容である。

子どもたちの学習を支えるもの

-6年理科「植物どうしの関係」より一

東浦町立卯ノ里小学校神谷鐘毅

私たちは、学校の施設・設備すべてを「学習活動の勘」

としてとらえ、子どもたちの学習活動がより生き生きと

したものになるように環境摺成に力を注いでいる。

そこで、校舎内外すぺてが、子どもたちの興味•関心

を喚起させるにふさわしい場となるように努めている。

1. 学習衷境

私たちは、子どもたちの学習活動の拠点である教室を
含めたワ↓ーク・スベースを中心に環境整備に努めている

が、その中で私たちが学習活動にふさわしい楊と考えて

学習環境を提供しても、子どもたちにとっては、それが

意味のないものであったり、不要のものであったりする

揚合も見うけられる。反対に、私たちが予想もしない場

所が、子どもたちにとって格好の学習比）所となることも

ある。私たちは、学習環境について、こういった子ども

たちの勁きとも考え合わせながら環境整備に努めている。

本単元の学習衷境

0 ホウセソカ、ヒマワリをまいたプラソクー

ホウセソカだけのもの、ホウ七ソカとヒマワリ

を混ぜてまいたもの 2 つを用意。

0 顕微鏡コーナー

いろいろな花の花粉を自由に見ることができる

コーナー。

0 VTR コーナー

今回の学習だけでなく、常時子どもたちが自由

に見ることができるように設四。学年ワークスペ

ースに 1 か所、視聴党セソクーに 1 か所。

0 樹木図（玄関ロビーに、校内の「樹木図」が三

角柱の掲示板に貼付してある。

0 校庭の樹木

2. 自学を進める上ての学習材

私たちは、子どもたちが自学を進める上で必要な学習

材を、学習活動の拠点である教室を含めるワーク・スペ

・ースを中心に整備をしている。

私たちは、学習材を学習に直接関係するものと、直接

関係はしないが間接的に関係しているものの両面からと

らえ、実践を進めている。

問接的な学習材とは、子どもたちにとって、意外性の
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あるもの、批判的なもの（価値判断を必要とするもの）、

美的なものなどを考え、主に単元の学習に入る前に、子

どもたちの興味•関心を呼び起こそうとするものである。

間接的な学習材とは、別の角度から考えると、ある程度

長期にわたっての継続性のある「静的環境」ととらえる

こともできる。

そして、直接的な学習材とは、私たちが自学を促すた

めに開発してきた学習パッケージ等がこれにあたる。子

ども一人ひとりの特性に応じられるような学習材が、子

ども一人ひとりの学習の成立へとつながるものだと考え

る。直接的な学習材とは、「静的環境」に対して、学習

のめあてに応じて変化する「動的環境」であるともいえ

る。

また、私たちは、準備された学習材すぺてを、子ども

たちが使用しやすいようにしておく必要がある。自学を

進めるのに必要な賓料、ごくわずかな者が使うであろう
と考えられるものもそうである。しかも、それらのすぺ

てが、子どもたちの手のとどく身近な所に配四されなく

てはならない。そのことによって、一人ひとりの子ども

のすぺてが、直接経験できるようにし、真の学習が成立

することを考えている。

本単元の学習材

0 カード、プリソト類

学習の手引き、学習計画表、学習カード 1~4

賓料カード 1 • 2 、解答カード 1~ 6 、ヒソトカ
ード、参考資料（ブリソト）、植物地図

o VTRテーブ

「森林」「森林と日光」「森林の生き物」「花

と虫」「花粉の旅」「取りもどした自然」「人間

対カモシカ」・「昆虫大発生」「海底クリーソ作戦」
「土のなくなった都市」「熱くなる地球」「生き

ている渚」「緑とヒト」

0 図円、その他

植物図鑑などの図也、理科預料室

（発表原樅より）



九州個別化教育研究会発足と今後の計画

九~111個別化研究会副会長前 賠｝ 郎［ 広佳

「九州にも個別化の会をつくろう」を合い言葉にして

会の組搬化に努めてきました。九州全県という地域の広

さが、会設立の悴宮になってきたことも事実です。しか

し、各県の発起人の先生方の熱意と協力によって「九州

個別化教育委員会」が誕生しました。

設立総会は、 3 月 8 日（土）に、福岡県久山町立久原小

学校で開かれました。当日は、国立教脊研究所室長の加

藤幸次（全個教述副会長）、東京都板揺区金沢小学校長

の松綺二葉（全個教連事務局長）の両先生もおいでいた

だいて盛会裏に終りました。

総会当日は、午前中に、久原小学校のユニークな施設

・遠粟参観、午後に設立総会を行いました。設立総会で
は、設立までの経過報告に次いで、会則と役負が決定さ

れました。顛問として、加藤幸次（国立教育研究所室長）

会長、副会長として、会長三原英雄（春日市教育長）

副会長 安田政登（沖縄県具志川市教育長）前崎敏雄

（福岡県教育センクー研究部長）荒木 隆（福岡県教育庁

指迅主事）の諸先生方が選出されました。

次いで、第 1 回研究染会に移り「個別化学習を中心と

したマイベース学習の実態」（福岡県久原小学校）「個

別化教育推進上の悩み」（福岡県京町小学校）の発表が

行われました。さらに、参加会員による俯報交換と加藤

幸次先生の記念講荻、懇親会を行い茄をとじました。

情報交換会や懇親会の中では、九個研の設立に対する

喜びと期待、会設立に至るまでの労苦に惑謝の言葉が随

所に聞かれました。

加藤幸次先生は、記念閑荻の中で、教育の今日的課題

と、それに果たす個別化教育の役割について述べられ、

合わせて、九個研の今後のあり方について示唆していた

だきました。

九個連の事務局は、福岡県粕屋郡久山町立久原小学校

(TEL) 09 2-976-0008) においています。
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．］こ
本年度の九個研の主な事莱計画は、会程の発行、第 2
回研究大会の実施、研究紀要の発刊を考えています。
第 2 回の九個研研究大会は、本年度の最頂点行事とし

て、画期的なものとなるように事務局を中心に鋭意努力

しています；次にその大綱を紹介しておきます。

第 2 回の研究大会は、個性化教育の本烈を究明すると

ともに、会員相互の理解と、各学校間の梢報交換に狐点

をおきたいと思っています。

大会テーマ 「個別化教育は、教育活性化の主役とな

りうるか」

日時・会ii} 61年 8 月 22日（金）福岡市教育セソクー

内 容 61年度総会経過報告基調提案

実践発表兼原小学校（沖縄県）

加世田小学校（鹿児品県）

山内西小学校（佐烈県）

久原小学校（福岡県）

詞t 柿 加藤幸次先生（全個教述副会長）

当日は、 VTRやスライド等によって、個別化の授業

の様子についても紹介し、協諾の素材にするよう企画し

ています。

行事の中のもう一つの「研究紀要の発刊」という事菜

は、九個研の会員が広域にわたっているという実情から

お互いの情報交換の褐を設定するという意図で考えてみ

ました。紀要というものよりも、情報交換誌といった性

格のものになると思います。プロットをどうするか、中

味に何を収録するかなど、現在事務局で検討しています。

会負としての所屈感と一体感を裔めるために役立つもの

になるよう企画を練り上げています。

先日、対馬と宮碕の校長先生から、九個研についての

問い合わせの鼈話がありました。徐々にではありますが

会の存在と価値が認識され、舒実に根づきはじめている
ことに喜びとやりがいを感じています。
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東京は今、梅雨空です。全国の会員の皆様には、それ

ぞれのお勤め先で、お元気にご活躍のことと存じあげま
す。

事務局会を開きました

この春の人事異動で、事務局員の幾人かが異動しまし

た。その結果、事務局内の役割分担を変更する必要が生

じました。

新学期の学校づくりが一段落した 5 月 17日、金沢小学

校において、本年度第 1 回事務局会を開きました。そし
て事務局の構成を、次のように決定しました。
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各地区個別化教育研究会と

連盟の関係について

東海個別化研究会と、九州個別化研究会とが、すでに

誕生し、それぞれに活動を開始しておりますことは、ご

承知のとおりです。

これらの研究団体は、各地区において誕生した団体で

あります。独自の組織活動を、自主的に行う団体であり

ます。したがって、会費、活動内容、綿織等については

まったく独自に、おすすめいただくことになります。

しかし同時に、全国個別化教育研究連盟の加盟団体と

しての性格を有します。したがって、権利と袈務が生じ

ます。簡記しておきます。

① A さんが、地区の研究団体に加入いたしますと、

その会則によって、会痰を払ったり、恩恵を受けた

りすることは当然です。

② 同時にAさんは、全個教連の会員にもなるわけで

す。もともと全個教連の会員であった方が、地区の

団体の会員になられるというケースもあります。い

ずれにせよ、各地区の研究団体の事務局の方はく連

盟の会員ではあるが、地区の研究団体の会員ではな

い〉という人が生じないようにご注意ください。＜地

区の会員ではあるが、連盟の会員ではない）という

人が生じないようにも、努めてください。

③ Aさんは、連盟の会員として、年額2000円を納入

していただ＜ぺきです。しかしAさんが、地区の会

員であれば、全個教連の会則の定める年会喪2000円

のうち1000円が軽減されます。

④ A さんの連盟会質は、地区の事務局を通じて、一
括納入されます。 Aさんへは、会報その他の連盟俯

報や恩恵が、地区研究会の事務局を通して届けられ

ます。

東海地方や九州地方以外の全国各地の方々については

連盟事務局と直結した形で、納入や配布がなされます。

従来どおり、よろしくお願いいたします。

①
②
．
③
④
 

昭和61 年度においても、着実な活動を

会報の発行

学期研究会の開催（金沢小で、学期 1 回）

夏季研修会の開催（別紙折り込み参照）

地区研究会の発足の促進

事務局は金沢小、加入手続きも金沢小

事務局会の結論として、事務局は金沢小、加入手続き

も金沢小ということになりました。加入手続校であった

志村四小のみなさん、長い問ありがとうございました。

〒 173 東京都板橋区加賀2 丁目 2 番 1 号

板橋区立金沢小学校

電話 (03)964-3068 （校長室）

全国個別化教育連盟事務局長 松崎二葉

61年度の会費を

お払い込みください

同封の振替用紙によって、よろしくお願い申しあげま

す。・（東海・九州の研究会員の方へは同封しません）

,•この会は、会員の会費によってのみ、その運営をして

います。ょろしくお願い申しあげます。
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